








































































10.8倍, 1955-60年5.7倍, 1960-65年1.5倍, 1965-70年1.3倍, 1970-
75年1.3倍(70-74年1.5倍)であった｡他方,国民総支出の場合, 1951-
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1974 1,100,318　24.4　2,163,621　48.0　512,960 ll.4　732,521 16.2　4,509,420
1975 1,030,822　27.i 1,887,701　49.7　331,733　8.7　552,291 14.5　3,802,547
注;比は計に対する構成比である｡
















































































たとえば, 1965年に｢ホンダドリームCB450｣ (444cc, 43ps/8,500
rpm), 1966年に｢カワサキ650Wl｣ (624cc, 47ps/6,500rpm), 1968年
に｢スズキT500｣ (492cc, 47ps/6,500rpm), 1969年に｢カワサキ500SS





















































































































































































資料; 『自動車統計年表』 1955年64頁, 1960年151頁, 1965年141頁, 1966年72頁, 1969年132-141頁, 1971年84-87頁｡
『主要国自動車統計』 1972年80頁, 1976年80頁｡
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とである O 第一について， 1955年及び1959年現在で年産 1万台以上生産し
ていた企業はどのくらい存在していたか。 1955年においては，東京発動機
(4.5万台)，本田技研 (4.1万台)，みづほ自動車(1.0万台)の3杜であっ
たが， 1959年には11杜 (28.5万台で最高の本田技研， 1. 0万台で最低のJlI
崎明発)になり，上位企業の生産規模は5万台以上となっているO 第二に
ついて， 1955， 57， 59年に浅間火山レースが実施されているO 本田技研
が， 1959年に TTレースに初出場し， 125ccクラスでチーム賞を受賞， 1961 
年に世界GPレースで125cc.250ccクラスでメーカーチャンピオンを獲
得， 1962年に TTレースにおいて125cc，250ccクラスで完全優勝，また同




いる O ヤマハ発動機は， 1958年末にヤマハ・デ・メキシコを通じてオート
パイの SKD方式によってメキシコで販売活動を開始 1960年に米国にヤ
マハ・インターナショナル・コーポレーションを設立して販売活動をする O

































午 俛>搜輸入 前年比 冲?ﾉNIzb輸出比率 ₦         
1955 S津s"321 S津3- "0.1          
1956 3"ﾃ"520 3"ﾃc3"28.3 R0.2          
1957 鼎づSr542 鼎づc湯22.9 20.5         
1958 鼎迭ﾃR545 鼎澱ﾃCS21.5 1.1         
1959 塔cﾃCR546 塔cﾃc73.6 b2.2          
1960 ﾃCbﾃb399 ﾃCrﾃ#R64.5 "3.8            
1961 ﾃs#Rﾃ"142 ﾃs#bﾃcB21.8 4.3           
1962 ﾃCs"ﾃR123 ﾃCs"ﾃ鉄-14.7 12.1          
1963 ﾃS#rﾃSコ250 ﾃS#rﾃR3.7 20.8          
1964 ﾃSrﾃS唐98 ﾃSrﾃc澱-0.7 28.1           
1965 ﾃ3CBﾃ#75 ﾃ3CBﾃ2-ll.4 39.3            
1966 ﾃCsﾃ3167 ﾃCsﾃ唐9.5 39.9              
1967 ﾃ#途ﾃcs123 ﾃ#途ﾃ-ll.8 42.1           
1968 ﾃBﾃc湯437 ﾃRﾃ3b-14.1 250.5             
1969 ﾃ#sづr669 ﾃ#sづcsb14.7 R50.4          
1970 ﾃ#ﾃs179 ﾃ#ﾃ#C-5.4 58.9               
1971 ﾃ#ﾃ塔266 ﾃ#"ﾃ#SR-7.3 "67.0           
1972 ﾃ#づc1,532 ﾃ#津S0.7 B68.4             
1973 ﾃ#sﾃ塔1,413 ﾃ#s"ﾃ312.6 貳ﾂ66.2          
1974 ﾃ#cづ鉄B7,228 ﾃ#sbﾃ0.3 經r71.9         
1975 ﾃﾃsCb19,182 ﾃ3ﾃ-ll.4 縱70.8              
注;国内出荷は(生産一輸出)で,内需は(国内出荷+輸入)である｡輸入比率は
(輸入÷内需)である｡輸出比率は(輸出÷生産)である｡
資料; 『自動車統計年表』 1970年, 1975年から作成｡
ほどになると, KD生産や技術供与にもとづく生産が問題となる｡アジア










































積50cc以下 4サイクル以下60cc以下，軽二輪自動車は，同じく， 51 ~ 1∞c， 61 
~ 150cc，二輪自動車は，同じく， 101cc以上， 151cc以上。 1552年8月:原動機付
自転車 2 サイクル60cc以下 4 サイクル90cc以下，軽二輪自動車 2 サイクル61~







洲出版に主として依っている O これで得られないものは その他の資料に依存し
ている O


























会社名 倆Ikﾂ車種 鼎b1947 鼎1949 鉄1951 鉄"1953 鉄B            
陸王モーターサイクル 凛H咤zH咤蒴側車.自二 側車.自二 3R346 鼎r220 ッ584 都31,983 ﾃ#Cx中ﾆﾂRﾃ#32                  
昌和製作所 剴28 s"270 塔21,547 ﾃSR3,790         
宮田製作所 5H7R62 Cr356 S499 1,593 ﾃSB2ﾃS3,690 4,107 1,374 8,124 30,344 69 2,816 3,678 ﾃ#32ﾃ都2ﾃScrrﾃ鉄Rtｳ"ﾃst###津Cモ涛ﾃcBﾃ#                                     
ジミー製造 目黒製作所 8ﾈ7簫84ﾒ84ﾒ4ﾈ887X6x92-ﾘ,8-6｢ﾘ86｢ﾘ84rﾘ7X5疫ｲﾒ4rﾘ7X8"ﾘ5簫6x8"ﾙuｲﾒ0 #s307 436 Cr                              
みづほ自動車製作所 本田技研工業 エーブ自動車工業 トヨモータース 剋ｩ動二輪 自動二輪 自動二輪 自動二輪 劔19 鉄BS165 3,282 1,677 91 ﾃCBﾃモ"ﾃSSB#C              
新明和興業 ﾈ48985ｲ劔16 ﾃャ6,120 唐ﾃ3         
ミシマ内燃機 h7ﾒ劔,638 ﾃャR3,884 鼎s       
モナ-クモーター 丸正自動車製造 センター製作所 ﾈ6ｨｸ8(6坪4888(4888(45ｨ985ｲ劔02 496 30 ﾃ"ﾃCC2ﾃ3cr1,667 6,435 1,630 ﾃ#crtrBﾃ#sBsR                           
パール製造販売 ﾘ2ﾘ8ｲ劔85 鉄763          














































｢生附表(5ト2｣には次の会社が掲げてある｡丸内数字は参入の月, <　>内の数字は退出の月｡ ( )は車名である｡
数字は1954年度の生産実績である｡富士オートバイ① (フジ) 110,伊藤機関工業(IMC) 1,827,山口自転車工場⑧ (マルワイモーター) 1,945,片山
産業(オリンパス) 1,001,土井産業(フライバード) 353,石津機械製作所<29/9> (マスコット) 10,天竜自動車(リーダー) 355,豊国機械工業
(ヒット) 506,大日本機械工業<29/11> (光) 432,日本軽発④<29/11>175,ナショナルオート(パンサー) 92,北方モーター<29/4 >1,浜島工
業<29/11>5,大鳥機工(オオトリ) 57,大沢製作所<30/ 1 >95,大洋輪業製作所②556,大宮富士工業⑨ (キングダイナ) 614,伊藤内燃機⑪<30/
1 >26,西尾鉄工所①<30/ 1 >5,庄司工業所①360,岡本自転車③207,以上21社8, 732台｡
ER　9 1　14　　264　0　6　2 44
7　7　7 0　6　1 58　5 日H
2　7　5　54 9992 66　73 43
384935 46ー 03ー 57753　7伽5　1　1 1
4 41 55㈱㈱湖　1-｡鰯1 -2批納ー--1餌袖3.1ー　12　③7･　l













ターサイクル) -初めに自動二輪車｢陸王750R｣ (746.6cc, 14.5ps/
3,700rpm),次に側車｢陸壬サイドカーVFD-LTS｣ (1,200cc, 30ps/3,500
rpm｡ 50年投入) -,昌和製作所- ｢昌和号｣ (101.5cc, 3ps/4,000
rpm)｡ペダルを踏めば自転車のように走行できる2系統式-,宮田製









はともに15社である｡同様に, 1952年度には9+Ⅹ2社, 24社, 1953年度に




年度 伜?ﾂ存在企業 頽存続企業     
1946 3 3     
1947 4     
1948 5     
1949 6     
1950 8     
1951 唐ｸuﾓ15 5    
1952 湯ｸuﾓ"24 4   
1953 釘ｸuﾓ228 8   







3社, 5,000台以上10,000台未満3社, 1,000台以上5,000台未満14社, 100
台以上1,000台未満21社, 100台未満10社である｡上位3社のシェアは













1952 鉄21954 鉄R1956 鉄r1958 鉄1960 田           
みづほ自動車 都5,638 免ﾂﾃCィ10,344 ﾃ3C2905 鉄2205 16,451 田2ﾃピ266,998         
陸上モータ-サイクル 都SR1,640 ﾃS1,151 ﾃャb1,777 17,013 塔3bBﾃC3b          
ミシマ軽発 ﾃSC4,291 都S1,115 ﾃ3ッ     
昌和製作所 ﾃ田3,365 釘ﾃ7,508 ﾃ3ヲ        
甫凹製作所 ﾃ3,557 ﾃsS2,696 ﾃs3B3,743 ﾃSCr14,825           
目黒製作所 ﾃB4,904 迭ﾃc#27,396 ﾃ313,260 免ﾂﾃ鉄rﾃ3sRづCSR15,089 285,218 9,181 BﾃS3cC津#C2BﾃCll,102 935,854 26,871                     
エーブ自動車工業 ﾃ3CB3,010 ﾃャR244 SR227       
本田技研.1■二葉 日米富士自転車 富士機械1r_莱 丸止自動車製造 湯ﾃcSツr"ﾃﾃs29,797 2,623 690 6,166 bﾃ#3bﾃCc2BﾃSc40,822 194 7,218 鉄Rﾃ3津ンR77,509 8,699                       
新明和興業 ﾃS3R5,437 唐ﾃ#b9,529 ﾃ#310,172 "ﾃsc"15,029 1,674 1,320 2,861 "ﾃs32           
富士_1二業 唐285 31,672 ﾃs#5,681 ﾃCr18,382             



















年度 伜?ﾂ存在数 頽存続数     
1951 1952 45 免ﾂ16 34    
1953 b50 迭45    
1954 途52 唐44   
1955 72 249     
1956 52 "40     
1957 43 33      
1958 35 免ﾂ24    
1959 26 途19    














































会社年 鉄1959 田1961 田"1963 田B1965 田b1967 田1969 都                
本田技研工業 2ﾃ#139,238 鼎cBﾃc3b605,028 鼎cﾃsB490,859 鼎SﾃC迭457,220 鉄sﾃ唐643,673 田ﾃR682,510 鉄ィﾃSsb                
鈴木自動車 山口自転車工場 平野製作所 宮田製作所 東昌自動車工業 板垣 ヤマハ発動機 三共電気 東京発動機 ブリヂストン 丸正自動車製造 ゼブラモーター 富士重工業 川崎航空機 その他 づ途ﾃsbづCS46,657 64.391 1,972 ll,441 21,743 3,478 35,670 涛づ3S#2ﾃC#r"ﾃ3srcﾃピR"ﾃsCB津湯cﾃccﾃ鉄b"ﾃ#湯#BﾃSSr"ﾃC3##ﾃ123,071 125,㈱ 2,032 64,294 56,632 30,167 80,763 3,183 18,382 10,227 15,750 田づCc3津Cﾆﾂﾃ迂#津3C津cッ3BﾃcSCR2ﾃCッ2ﾃンcsﾃ"118,895 22,903 14,331 56,507 ll 7,839 4,251 3な;r32ﾃs2#"ﾃ#cB3Bﾃ#2S110,403 46,304 28,556 22 3,096 645,601 ッﾃ3"rﾃsS#BﾃS#bBﾃs#Bﾃ33R202,989 138,843 14,7(姫 9,032 1,CX)9,243 s2ﾃ##sBﾃ322ﾃ#sRﾃsSﾃC津Cc221,219 187,565 1,473 1,092,767 c"ﾃ3RCづC唐#ンRﾃS湯                                                                                                    
計 鉄ﾃsc324,590 当ﾒﾃsr1,134,535 15,546 田C津#sr       
原付第2種(オートバイ｡ 51cc～125cc)
会社年 鉄1959 田1961 田"1963 田B1965 田b1967 田1969 都                
本田技研工業 鼎rﾃS73,348 ﾃS32246,(冶6 鼎SRﾃSSr631,COS 都cづC#B#3ﾃscR791,383 218,749 田ビﾃc3r##bﾃCCB584,932 174,574 鉄bﾃC32sRﾃピ654,245 150,992 塔津唐ﾃン                       
東京発動機 rﾃS46,486 bﾃャB32,108 鼎ﾃ3"35,513         
鈴木自動車 ﾃゴ44,445 鼎BﾃC#R56,915 ﾃC149,142           
ヤマハ発動機 RﾃR34,836 鼎ﾃS途56,468 都2ﾃS125,(光5 s"ﾃcR164,777 3ﾃ#"220,190 ﾃ3cr262,945 ﾃ33"                     




会社年 鉄1959 田1961 田"1963 田B1965 田b1967 田1誹59 都                
本田技研工業 鉄2ﾃピ269,082 都rﾃツ77,651 都2ﾃ3b78,051 牝4ｲ津CS119,309 涛"ﾃ3"ll,096 づs#71,462 #2ﾃS             
鈴木自動車 澱ﾃCr4,760 "ﾃcc"6,4鵬 ﾃc"3,401 釘ﾃC"12,215 RﾃSS"24,021 迭ﾃs澱18,272 津S                
ヤマハ発動機 ﾃャ28,640 bﾃCcR14,324 Bﾃ都b18,813 RﾃS327,525 rﾃツ31,783 づ田65,440 塔ﾃsr                 
目黒製作所 新明和興業 東京発動機 山口自転車 湯ﾃ#RﾃCコrﾃ32ﾃ#CR12,303 6,321 4,445 1,023 湯ﾃ途Rﾃ3ﾃ3c9,093 2,359 25 537 3,018 迭ﾃャrﾃCBC#r湯ﾃS#R5,668 21 707 ﾃSbs2C#25,607 BS3,754 免ﾂﾃsづC16,355 8,666 Bﾃs3ﾃ#唐ヲﾃS#"18,715 1,472 175,361 ﾃS迭"ﾃsC#S津CR                                                 
丸正自動車 その他 釘ﾃ#"ﾃ#6,134 14,210 澱ﾃSﾃ3劔24 168,434 途sRﾃr1 91,922                 
計 #"ﾃ3SR146,918 CﾃCビ113,413 (派,661 #ﾃc          
自動二輪車(オートバイ｡ 250cc以上)
会社年 鉄1959 田1961 田"1963 田B1965 田b1967 田1969 都                
本田技研工業 ﾃs3,550 迭ﾃ#27,109 rﾃ3C21,482 Bﾃ#b#397,850 都ﾃ"36,525 ﾃ126,665 cづSs                       
目黒/川崎 ﾃ31,246 都"727 都cr870 97 ﾃ37,044 湯ﾃSS20,956 bﾃsS              
ヤマハ発動機 S途181 269 田3266 155 鼎#bづS32589 ,452 2ﾃb15,763 唐ﾃCﾃC3Rﾃピ"3,760 8,301 1,∝X) 田"ﾃSc2bﾃ"ﾄ                           
ライラック 鈴木自動車 その他 剴CS 0 鼎#"cモ224 181,023 唐ﾃ3S79 854 BS4,910             






































は不詳｡ 61年生産台数; 10,577台)が,参入している｡ 1961年のモペット





































































































会社.順位 h蝎IBシェア 傀x犬生産台数 h4h4        
本田技研 津s途18.0 42,557 b        
新三菱 BﾃSC"14.8 30,223 免ﾂ綯     
富士重 東京発 "ﾃRﾃS13.8 6.4 t20,621 45,338 途纈r紕              
丸正自 澱ﾃcb3.7 7,218 繧      
みづほ 迭ﾃc33.4 10,344 釘     
新明和 迭ﾃC3r3.3 b9,529 綯     
目黒 釘ﾃB3.0 ｢7,396 繧      
北川 釘ﾃピ22.9 ,503      
三光工 釘ﾃCS2.7 ,935 縒    
合計 cRﾃsB100 59,395         
荏;企莱数:1953年53杜(うちスクーター6社), 1955年72社(同5社)｡ 1955年の上
記以外の大手10社:⑤トヨモータース11,029台　⑧鈴木9,079台　⑨山口自転車
8,622台　⑲昌和製作所7,508台｡資料; 『自動車統計年表』 1954年, 1956年｡
秦-10　クラス別企業別生産台数及びシェアの推移-1958年, 1960年, 1968年-
1958年 960年 968年   
台数 h4h4台数 h4h4台数 h4h4         
モペット 
本田 2ﾃ#25.9 鼎cBﾃc3b51.4 田ﾃR66.0        
鈴木 づ途55.3 涛づ3S10.9 s2ﾃ##16.5        
山口 ﾃsb2.1 #2ﾃC#r13.6 辻-       
宮田 辻16.7 田ﾃゴr6.8 忠ﾂ迭ﾃsS0.5       
ヤマハ 辻田ﾃcc6.7 sBﾃ3216.6       
他 唐ﾃCS涛RﾃsC"10.6 宙7Rﾃ#s0.3      
計 鉄ﾃsc100 涛Bﾃsr100 ﾃC津Cc100           
第二種原動機付自転車 
本田 鼎RﾃS22.5 ﾃS3234.2 鉄bﾃC3253.1         
東発 rﾃS17.6 bﾃャB12.4 忠ﾂ鼎づコ4.9         
鈴木 ﾃゴ15.0 鼎BﾃC#R15.0 sRﾃピ18.1       
ヤマハ RﾃR7.5 鼎ﾃS途14.0 ﾃ3cr21.7          
新明和 途ﾃ#sr3.4 rﾃC325.9 宙7R免ﾂﾃ#1.2      
他 都ﾃン34.0 鉄Bﾃ涛218.5 湯ﾃc1.0        
計 ﾃc釘100 澱ﾃツR100 涛s"ﾃS100         
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軽二輪自動車 
本田 鉄2ﾃピ244.0 都rﾃツ55.4 づs#43.3      
ヤマハ ﾃャ8.9 bﾃCcR18.8 づ田32.4        
鈴木 澱ﾃCr5.2 "ﾃcc"9.0 迭ﾃs澱6.5      
目黒 湯ﾃ#7.6 湯ﾃ途6.6 Bﾃs316.4 1.4        
丸正 釘ﾃ3.4 澱ﾃS4.7 辻       
他 rﾃs澱30.9 途ﾃs#"5.5 宙7Rﾃ#唐     
計 #"ﾃ3SR100 CﾃCビ100 塔津S#"100       
小型二輪自動車 
本田 ﾃs55.0 迭ﾃ#274.1 ﾃ77.1            
目黒 ﾃ325.7 都"10.0 湯ﾃSS7.2        
ヤマハ 7.5 田3CS9.1 6.5 唐ﾃC6.4         
陸王 "6.2 5.6 剪円駐ﾃC3R7.9       
丸正 辻剪Rﾃピ"1.4 100     
他 ?コ???.3 辻?
計 迭ﾃS100 途ﾃ3100 3"ﾃコ        
スクーター 
新三菱 鉄津csR52.7 鼎づ田"39.5 途ﾃcビ-    
富士重 鼎津3#43.6 鉄津ツr48.3 7.1 00 100    
平野 釘ﾃ#R3.7 辻辻    
ヤマハ 2ﾃ#- 唐ﾃs辻Ò      
他  澱ﾃ35.1 辻    
計 00 #2ﾃ涛B100 途ﾃcビ    
注;(川)は川崎, (ブ)はブリヂストンサイクル, (鈴)は鈴木｡











1958年 960年 968年   
台数 h4h4台数 h4h4台数 h4h4         
本田 Rﾃ3sR22.9 田C津#C244.1 ﾃ3C津ンb60.0       
鈴木 田bﾃ3c213.2 SRﾃCCR10.5 cRﾃ3316.2       
東京発 鼎Bﾃ8.8 鉄ﾃ3B3.4 辻-        
ヤマハ rﾃィ5.4 3づS29.4 鼎#2ﾃ318.8 3.5         
山口 づs#3.7 Cﾃ9.6 辻       
目黒 免ﾂﾃ鉄2.4 BﾃS31.0 都づ#B      
宮田 辻- 田2ﾃピ24.3 宙7RrﾃcS0.8 0.3     
新三菱 鉄津csRll.9 鼎づ田"3.3 辻   
富士重 鉄ﾃCsR10.0 鉄津ャr4.1 途ﾃcビ    
他社 づ#3b21.5 #bﾃc3"8.6 辻-       
その他 涛r0.2 Rﾃ唐1.7 湯ﾃc0.4         
















































イクル, 62cc, 1.2ps)である｡ 1949年に戦後の第1号車｢キャブトンAH









600cc : RTS (OHV2気筒エンジン)
500cc:RTF (OHV2気筒エンジン), RG (単気筒エンジン), VG (早
気筒エンジン)
350cc : RBH (OHV単気筒エンジン), VBI (SV単気筒エンジン)
そこで,同年9月に価格引下げを断行し, ｢工場渡し価格｣は次のよう
になる｡
600ccのRTS : 30万円から28. 5万円｡
500ccのRTF : 27.0万円｡ RG : 24.0万円｡ vG : 23万円から22万円｡




万円｡ ｢ハリケーンRBll｣ (346cc, 13ps/3,700rpm)の工場渡し25.0万





600cc--キャブトンRTS (594cc, 6.5,28ps/4,000rpm, 47.lps)｡
21.5万円｡
500cc･--キャブトンRTF (498cc, 6.5,24ps/4,000rpm, 48.2ps)｡
20. 5万円｡
--キャブトンRK (498cc, 6.1,19ps/3,800rpm, 38. 2ps)｡
18.5万円｡
400cc--キャブトンRL (397cc, 5.5,14ps/5,500rpm, 35.3ps)｡
15.0万円｡
350cc--キャブトンRBH (346cc, 6.0,16ps/5,500rpm, 46.2p)｡
16.5万円｡









600cc--キャブトンFXT (594cc,28ps/5,500rpm,47. lps)｡ 23.0万円｡
500cc--キャブトンFXN (498cc, 19ps/3,800rpm,38.2ps)｡ 20.0万円｡
二輪自動車産業における寡占体制形成(1)　　65
400cc---キャブトンRSL (398cc, 14ps/4,000rpm, 35.2ps)｡不明｡
350cc---キャブトンFXO (346cc, 15ps/4,000rpm,43.4ps)｡ 18.0万円｡
250cc--キャブトンFXP(249cc, 13.8ps/4,800rpm,55.4ps)｡ 16.0万円｡
--ミズホMJ (EXPと同じエンジン, 12.9ps/4,250rpm, 51.8
ps)｡ 13.5万円｡
･･･-ミズホMM25 (249cc,14.2ps/5,500rpm, 57.Ops)｡ 12.0万円｡
200cc･--ミズホMM (198cc, 13.8ps/5,500rpm, 69.7ps)0 ll. 5万円｡
125cc--ミズホMQ (123cc, 6ps/4,500rpm, 48.8ps)｡不明｡
この製品体系はこの当時としてはよくできているが,たとえば本田技研
















































ターサイクル(｢エラステイク｣, 2サイクル, 198cc, 9.5ps ｡リッター






493.7cc, 50.6psA)や日本高速機関工業の｢ホスク500DA｣ (55年｡ 498.5
cc, 50.2ps/1)よりは劣る｡ 350ccは｢メグロレックスY｣ (53年｡ 42.7ps/
1)や｢ドリームSB｣ (55年｡ 344.6cc, 43.5ps/1)と同水準｡ 250cc
(｢MJ｣車重155kg,最高時速93km｡ ｢MM25｣同148kg,同95km)は,ツユ
ンダップよりはるかに劣るが, ｢ライラック250SY｣ (55年｡ 242.3cc,車
重142.5kg,最高時速100km｡ 35.1psn), ｢ドリームSA｣ (55年｡車重171kg,
最高時速100km｡ 42.7ps/1)よりは優れる｡ただし,最高速度はやや劣っ









































モーターサイクル 刄ａ[タースクーター 剴ﾖ車  
午 I9h.粟ｧ｢指数 I9h.粟ｧ｢指数 I9h.粟ｧ｢指数             
1949 唐縱cコ100 釘紊#B100 迭Sc100      
1950 唐經S#298 迭R115 澱120        
1951 唐繝sS2101 唐C187 唐經Cr162       
1952 湯經#sb109 227 湯縱#C185         
1953 湯紊Sコ108 紊Sモ237 湯縱33r185      
1954 唐緜3sB99 3s2227 唐纉Cb170        
1955 唐縱s唐100 湯紊3"213 唐纉##2170     
1956 唐纉c102 "#274 湯緜s#b184         
1957 唐纉R102 "纉#sr292 湯繝188        
1958 湯CSb107 "緜3sB286 イ192         
1959 途緜ssr88 2Cs300 唐紊B161        
1960 澱經75 "緜SR285 途135           
資料; 『自動車統計年報』 1954年, 1955年, 1958年, 1961年から作成｡
秦-13　モーターサイクル･クラス別1台当り生産金額(単位:万円)
50cc以下 1-125cc 26cc以上   
午 仞ｧ｢指数 仞ｧ｢指数 仞ｧ｢指数       
1953 100 迭縱SC84 經C98             
1954 剴b經ャR96 湯經cSB89   
1955 剴b繝Cs100 縱3S"100      
1956 都"105 途紊SR108 免ﾂ經cィ108       
1957 s100 途cc108 免ﾂ繝2110           
1958 纉sコ199 唐經#125 "縱涛R119       
1959 縱C187 湯3136 "纉#cr120         


























2)中神満著『オートバイ･グラフィティ』 cBS･ソニー出版, 1984年, 68頁｡
3)冨成一也｢中京モーターサイクル産業盛衰史｣ 『モーターサイクリスト』八重洲
出版, 1987年8月号臨時増刊,所収, 267-8頁｡












9) 『モーターサイクリスト』 1954年7月増大号, 62,3頁, 198頁｡
10) 『オートバイ･グラフィティ』51,2頁｡
ll)前掲『モーターサイクリスト』 1987年8月号に掲載してある車種･価格の中か
ら, 1年10銘柄を任意に選んだ｡すべての銘柄に価格が記載されているわけでは
ないので, 10銘柄を掲げることの出来ない年もある｡ 250cc級だけを｢車種･型,
価格(単位:万円)｣の順で示す｡
1955年
ライナーTW-----20.5
ホンダドリームSA　-18.7
ポインターエースPA5 -18.5
アサヒ250HAⅢ ･--18.5
ツバサT80A ･----17.5
クルーザーsc55　--17.5
ライラック250SY --17.5
スミタ250F　----･17.0
キャブトンFXP　--16.0
ミズホMJ　-----･13.5
(平均17. 5)
1958年
DSKAB ---･･----23.5
ポインターエースPAT-19.5
ライラックCY ･---18.8
ヤマハYD-1-･---18.5
ドリームスポーツCS71-18.2
ハリケーンT92C　--18.0
ライラック250FY5　-17.5
トーハツハリーTA　-16.5
クルザ- SC58 ･---16.4
スズキコレダTM--15.9
(平均18.3)
1956年
スズキコレダTT --23.5
IMC R型---･---22.0
ライナーTW Ⅱ---･19.8
ポインターエースPATⅣ-19.5
クルーザーsc56　--19.5
オリンパスキングOS2-18.5
ツバサG-120Ⅹ　--18.5
メグロジュニアS3 -18.2
オリンパスキングOH-17.0
(平均19.6)
1959年
ドリームスーパースポーツ-23.0
DSKAI3　------21.0
ライラックランサーマークⅤ-18.8
ドリームスーパースポーツCB72-18.7
アサヒHB ------18.5
メグロジュニアS5 -18.2
ライラックLS18　--17.8
ホンダドリームC71-17.2
ヤマハDY-2-･---16.8
トヨモーターFJスポーツ-15.5
(平均18.6)
1957年
DND250GW------21. 0
スズキコレダTP　--20.5
ライナーTWⅢ----19.8
ポインターエースPAT-19.5
IMC MS　------19.5
IMC T ･･･-------19.0
キャブトンMA2501･････18.5
ハリケーン250T92--18.0
ツバサGY　-･･---･･17.5
ホンダドリームC70-16.9
(平均19. 0)
1 960年
IMC KB　-‥-----21.5
ライラックMF19　--18.8
ドリームCS72 ･-･-･18.2
メグロジュニアS7　-18.2
ライラックLS18-2-17.8
メイハックラウン60-17.5
ドリームC72 ･-･--･17.2
コレダツインエース250TA-17.0
ポインターエースPAT1 -16.8
オリンパススーパーツイン60-16.3
(平均17. 9)
72
1961年
コレダTBスーパーツーリング･･･17.5
1962年
ドリームCL72 ･････････18.9
ドリームCBM72　--18.7
ヤマハスポーツYDS-2･･･18.7
ヤマグチマスターYMB-17.5
オl)ンパススーパーツイン-17.0
シルバーピジョンピーター･･･17.0
ヤマハ250YD-3　--16.8
(平均17.8)
1963年　　　　　　　　　　1964年
ヤマハツーリングYDT-1･･･18.2　ヤマハスポーツYDS-3 -18.7
メグロジュニアS8 -･18.2　カワサキ250メグロSGT-18.5
ドリームCⅢ72　--･17.2　ライラックLS18-3　-17.8
スズキコレダ250T-10　　　　　(平均18.3)
----･---･---17.0
スズキコレダ250TC -17.0
(平均17.5)
12)水川備｢自動車工業｣三輪芳郎編『現代円本の産業構造』青木書店, 1991年所
収, 132頁｡
13)上位企業は1960年頃までにかなりの設備投資を行い,設備の近代化,生産の合
理化を行っている｡たとえば,上位8杜(本田技研,鈴木日工,新明和興業,ヤ
マハ発動機,目黒製作所,平野製作所,新三菱重工,富士重工)は, 1958年度に
17.4億円, 1959年度に28. 9億円(計画)の設備投資を行っている｡これに対し,
上位企業以外,殊に専業メ-カーの大部分は,経営基盤が貧弱な中小企業のため
ト分な設備投資が行えない｡たとえ設備投資を行ったとしても,上位企業と比べ
てかなり少ないので設備の近代化,生産の合理化,生産効率の向上,製品の品質
改善等を進めることが困難である｡これによって,上位企業と下位企業の格差が
広がったと考えられる｡通産省重工業局,前掲書, 528頁参照｡
(追記)
当論文は,平成17年度専修大学国内研究員として,研究した成果の一部
である｡
